
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
快
適
な
日
常
生
活
を

送
る
う
え
で
ま
た
産
業
の
発
展
に
必
要

な
も
の
で
あ
る
。
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
は
時
代
、地
域
、所
得
に
よ
っ

て
異
な
る
。
先
進
国
に
お
い
て
は
時
代

の
経
過
と
と
も
に
変
遷
し
て
い
っ
た

が
、
発
展
途
上
国
で
は
薪
炭
か
ら
原
子

力
ま
で
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
現
在
で

も
並
存
し
て
い
る
。

　

農
業
で
見
る
と
、
役
畜
を
利
用
し
た

伝
統
的
農
法
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ポ
ン

プ
を
利
用
し
た
現
代
的
農
法
が
並
存
し

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
農
法
を
選
択
す

る
か
に
よ
っ
て
土
地
生
産
性
が
変
わ
っ

て
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
農
地
を
経
営

し
て
い
る
農
民
の
所
得
、
そ
こ
で
雇
用

さ
れ
る
農
民
の
数
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
。
電
気
が
通
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

ま
た
農
業
用
電
気
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
燃

料
と
な
る
軽
油
の
料
金
体
系
が
ど
の
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か
で
農
民
の
生

活
は
随
分
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
工

業
化
を
考
え
る
際
に
も
、
電
力
が
十
分

に
供
給
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
工
業
化
の
速
度
が
変
わ
っ
て
く
る
。

い
く
ら
安
く
公
共
電
気
料
金
を
設
定
し

て
も
停
電
が
頻
発
す
る
と
各
企
業
は
自

家
発
電
設
備
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
投
資
費
用

は
大
き
く
変
わ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
人
々
の
日
常
生
活
の
み
な
ら
ず
経
済

の
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

発
展
途
上
国
国
内
の
状
況
も
急
速
に

変
化
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ

う
に
経
済
発
展
と
人
口
増
加
に
よ
っ
て

国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
急
増

し
、
原
油
輸
出
国
が
純
輸
入
国
と
な
る

こ
と
も
あ
る
。
産
油
国
だ
か
ら
と
い
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
無
縁
な
わ
け
で

は
な
い
。
膨
大
な
石
油
と
天
然
ガ
ス
埋

蔵
量
を
保
有
し
て
い
る
中
東
の
産
油
国

に
お
い
て
も
原
子
力
や
太
陽
光
発
電
と

い
っ
た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
量
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
が
発
展
途
上
国

に
お
い
て
も
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
起
こ
っ
た
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
は
発
展
途
上
国
に
も
自
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を
迫
る

も
の
で
あ
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
集
の

目
的
は
、
発
展
途
上
国
の
観
点
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
各
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
る
。

1
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
貧
困

　

発
展
途
上
国
の
農
村
部
で
は
依
然
と

し
て
調
理
用
火
力
を
薪
炭
に
頼
っ
て
い

る
。
表
1
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
調
理
用

燃
料
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
イ
ン
ド

で
は
経
済
が
順
調
に
成
長
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
農
村
部
で
は
薪
炭
へ
の

依
存
度
が
高
い
。
乾
燥
牛
糞
と
い
う
の

は
牛
の
糞
を
日
干
し
し
て
、
調
理
用
燃

料
と
し
て
使
う
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド

で
は
伝
統
的
に
薪
炭
と
乾
燥
牛
糞
が
調

理
用
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

薪
を
集
め
る
た
め
に
、
農
村
の
女
性
は

膨
大
な
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。
よ
り

簡
便
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
で
女
性
達
は
こ
の
作
業
か
ら
解
放
さ

れ
る
。
ま
た
、
乾
燥
牛
糞
を
使
用
す
る

こ
と
で
眼
や
肺
に
健
康
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。
農
村
部
の
一
部
で
は
牛
糞
を

タ
ン
ク
に
集
め
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
酵
さ

せ
、
そ
れ
を
調
理
用
燃
料
と
し
利
用
す

る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

農村部 都市部

1993-1994年 2004-2005年 1993-1994年 2004-2005年

薪炭 78.2 75.0 30.0 21.7

乾燥牛糞 11.5 9.1

灯油 23.2 10.2

液化石油ガス 1.9 8.6 29.6 57.1

その他（石炭を含む） 7.7 6.0 10.9 6.1

調理場がなし 0.7 1.3 6.3 4.9

表1　インドの家計における調理用燃料の構成 （％）

（出所）　National Sample Survey (NSS) Office: NSS Energy Used by Indian Households (50th Round), NSS Energy Sources of 
Indian Households for Cooking and Lighting, 2004-05 (61st Round).
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タ
ン
ク
を
製
造
す
る
に
は
初
期
投
資
が

必
要
な
た
め
、
一
部
の
裕
福
な
農
家
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

都
市
部
で
も
ス
ラ
ム
で
薪
炭
と
乾
燥

牛
糞
が
積
ま
れ
て
い
る
の
を
見
か
け

る
。
都
市
部
で
は
灯
油
と
液
化
石
油
ガ

ス
が
主
要
な
調
理
用
燃
料
で
あ
る
。
液

化
石
油
ガ
ス
の
方
が
火
力
が
強
く
煤
が

出
な
い
が
、
価
格
が
高
い
た
め
に
、
貧

困
層
は
灯
油
を
利
用
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
で
は
貧
困
対
策
と
し
て
公
共
配
給
制

度
の
も
と
で
補
助
金
に
よ
っ
て
灯
油
を

低
価
格
で
販
売
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
都
市
に
お
い
て
液
化
石

油
ガ
ス
の
利
用
率
が
上
昇
し
た
と
い
う

こ
と
は
経
済
成
長
の
中
で
人
々
の
所
得

が
上
昇
し
た
結
果
だ
と
言
え
る
。

　

国
連
開
発
計
画
が
二
〇
〇
〇
年
に
発

行
し
た
『
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
評
価
』
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
女
性
）、
人
口
、
都
市
化
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

二
〇
億
の
人
々
が
ク
リ
ー
ン

で
安
全
な
調
理
用
燃
料
を
使

用
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。

イ
ン
ド
の
例
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
発
展
途
上
国
の
貧

困
層
は
調
理
用
燃
料
と
し
て

薪
炭
や
動
物
の
糞
と
い
っ
た

伝
統
的
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用

し
て
お
り
、
特
に
女
性
へ
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
発
展

途
上
国
に
お
い
て
は
特
に
人

口
の
増
大
が
顕
著
で
あ
り
、

都
市
化
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
の

変
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
増
大
に
も
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
る
。『
世
界
エ
ネ
ル

ギ
ー
評
価
』は「
エ
ネ
ル
ギ
ー

安

全

保

障
（Energy 

security

）」
を
「
十
分
な
量

の
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
妥

当
な
値
段
で
継
続
的
に
入
手
で
き
る
こ

と
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
の
発
行
し
て

い
る『
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ア
ウ
ト
ル
ッ

ク
』
に
よ
る
と
、
現
在
二
七
億
人
（
世

界
人
口
の
約
四
〇
％
）
が
伝
統
的
バ
イ

オ
マ
ス
に
依
存
し
て
お
り
、
近
代
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
目
標
年
で
あ
る
二

〇
三
〇
年
ま
で
に
そ
の
人
口
は
減
少
す

る
の
で
は
な
く
、
二
八
億
人
へ
と
増
え

る
と
い
う
見
通
し
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。

2
． 

経
済
成
長
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費

　

経
済
が
成
長
し
て
い
く
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
も
増
大
し
て
い
く
。
表
2

は
一
人
当
た
り
為
替
平
価
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低

い
順
に
こ
の
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
国
の
一
人
当
た
り
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
総
供
給
量
と
一
人
当
た
り
電
気
消

費
量
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
は
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ

ス
、
水
力
な
ど
の
よ
う
に
、
自
然
界
に

あ
る
ま
ま
の
形
状
で
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
こ
と
を
指
す
。
表
2
で
は
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
供
給
量
が
原
油
に
換
算

さ
れ
て
い
る
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

高
く
な
る
と
一
人
当
た
り
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
総
供
給
量
も
高
く
な
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

成
長
が
著
し
い
中
国
や
イ
ン
ド
の
一
人

当
た
り
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
供
給
量
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
に
比
べ
て
、
は
る
か
に

低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を

見
て
み
る
。
石
炭
、
原
油
、
天
然
ガ
ス
、

電
気
の
合
計
を
電
気
に
換
算
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
一
九
九
〇
年
度
の
一

九
億
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
、
二
〇
〇
〇
年
度

の
三
一
億
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時
、
さ
ら
に
二

〇
〇
九
年
度
の
五
四
億
メ
ガ
ワ
ッ
ト
時

へ
と
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
を
人
口
一

人
当
た
り
で
見
る
と
、
一
九
九
〇
年
度

の
二
二
三
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
か
ら
二
〇

〇
九
年
度
の
四
六
四
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

に
増
大
し
て
い
る
。

　

中
国
と
イ
ン
ド
な
ど
新
興
経
済
圏
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
増
や
し
た
こ
と

で
、
世
界
の
地
域
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
構
図
も
変
化
し
て
き
た
。
一
九
七
三

年
に
お
い
て
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
原
油
換
算
四
七
億
ト
ン
か
ら
二
〇

〇
八
年
の
八
四
億
ト
ン
に
増
大
す
る
中

で
、
同
期
間
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
シ
ェ

ア
は
六
〇
・
一
％
か
ら
四
三
・
八
％
に

減
少
し
、
中
国
と
中
国
以
外
の
ア
ジ
ア

は
そ
れ
ぞ
れ
七
・
九
％
と
六
・
四
％
か

ら
一
六
・
四
％
と
一
一
・
六
％
に
伸
び

た
。
使
用
用
途
別
に
見
て
み
る
と
、
一

九
七
三
年
に
お
い
て
は
産
業
、
輸
送
、

1人当たり為替
平価GDP
（2000年米ドル）

1人当たり一次
エネルギー総供
給量
（原油換算トン）

GDP（1000米ド
ル）当たり一次
エネルギー総供
給量

1人当たり電気
消費量（キロワッ
ト時）

インド 724 0.545 0.752 566

ナイジェリア 1,118 0.735 0.657 126

中国 1,963 1.597 0.813 2,453

エジプト 4,241 0.867 0.204 1,425

世界平均 9,549 1.834 0.192 2,782

南アフリカ 10,923 2.762 0.253 4,770

マレーシア 11,255 2.695 0.239 3,498

サウジアラビア 15,241 6.556 0.430 7,575

OECD平均 27,620 4.556 0.165 8,485

日本 28,175 3.883 0.138 8,072

表2　各国の1人当たり一次エネルギー総供給量

（出所）　International Energy Agency, Key World Energy Statistics 2010.
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そ
の
他
の
シ
ェ
ア
が
三
三
％
、
二
三
・

一
％
、
三
七
・
七
％
で
あ
っ
た
の
が
、

二
〇
〇
八
年
に
は
二
七
・
八
％
、
二
七
・

三
％
、
三
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
で
輸
送
の

シ
ェ
ア
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
経
済
発
展
に

依
存
し
て
い
る
た
め
、
発
展
途
上
国
の

中
に
は
国
内
消
費
量
を
上
回
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
産
し
て
い
る
国
が
あ
る
。
ラ

オ
ス
や
ネ
パ
ー
ル
は
水
力
発
電
に
よ
る

電
力
を
タ
イ
や
イ
ン
ド
に
輸
出
す
る
こ

と
で
外
貨
を
取
得
し
て
い
る
。
国
民
の

生
活
水
準
が
上
昇
し
、
国
内
の
電
力
消

費
量
が
増
大
し
た
時
に
、
こ
れ
ら
の
国

が
長
期
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る

べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

3
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
国
際
関
係

　

二
〇
〇
八
年
の
世
界
に
お
け
る
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
総
供
給
量
の
う
ち
原
油
が

三
三
・
二
％
、天
然
ガ
ス
が
二
一
・
一
％
、

石
炭
が
二
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
資
源
の
生
産
と
消
費
は
一
部
の
国

に
偏
在
し
て
い
る
。
原
油
に
つ
い
て
生

産
国
、
輸
出
国
、
輸
入
国
の
上
位
五
カ

国
の
世
界
に
占
め
る
比
率
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
世
界
で
三
番

目
の
生
産
国
で
あ
る
と
同
時
に
最
大
の

輸
入
国
で
あ
る
。
同
様
に
中
国
は
五
番

目
の
生
産
国
で
あ
る
と
同
時
に
三
番
目

の
輸
入
国
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
も

四
番
目
の
輸
入
国
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
と
イ
ン
ド
は
原
油
産
出
国
か
ら

輸
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
産
を
取
得
し
て
い
る
。
中

国
石
油
天
然
ガ
ス
集
団
公
司
、
中
国
石

油
化
工
集
団
公
司
、
中
国
海
洋
石
油
総

公
司
の
三
社
が
積
極
的
に
海
外
で
資
産

を
取
得
し
、
二
〇
〇
九
年
現
在
で
三
〇

数
カ
国
で
一
四
七
件
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
国
営
の
石
油
天
然
ガ
ス

公
社
に
一
〇
〇
％
出
資
で
子
会
社
の
石

油
天
然
ガ
ス
公
社
ヴ
ィ
デ
シ
ュ

（O
N
GC Videsh

）
を
設
立
さ
せ
、
こ

の
子
会
社
に
海
外
で
の
探
鉱
・
開
発
に

当
た
ら
せ
て
い
る
。
ヴ
ィ
デ
シ
ュ
は
二

〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
現
在
で
一
八
カ

国
で
四
五
件
の
石
油
天
然
ガ
ス
資
産
を

有
し
て
い
る
。
中
国
と
イ
ン
ド
が
積
極

的
に
海
外
の
資
産
を
新
た
に
取
得
し
た

り
、
多
国
籍
企
業
か
ら
資
産
を
買
収
し

て
い
る
の
は
両
国
政
府
が
積
極
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
外
交
を
展
開
し
て
い
る
結
果

で
あ
る
。
両
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
大

臣
は
積
極
的
に
外
遊
し
、
経
済
援
助
と

引
き
替
え
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
産
を
取
得

し
て
い
る
。
政
治
上
の
理
由
か
ら
先
進

国
が
交
渉
で
き
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
や

ス
ー
ダ
ン
も
両
国
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
は
、
経
済
成

長
に
必
要
な
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
妥

当
な
値
段
で
確
保
す
る
と
い
う
観
点
の

み
な
ら
ず
、
各
国
の
安
全
保
障
、
外
交

と
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
発
展
途

上
国
も
原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
で
は
非
核
兵
器
国
に
よ
る
平
和

的
利
用
を
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
紛
争
地
帯
に
核
技
術
を
移
転
す
る

こ
と
を
先
進
国
は
躊
躇
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
発
展
途
上
国
に
お
い
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
急
増
し
、
将
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
諸
国
は

原
子
力
発
電
の
技
術
を
積
極
的
に
新
興

経
済
圏
に
移
転
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
や
原
子
力
発
電
の
安
全
性
は
先
進
国

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

4
．
国
営
石
油
企
業
の
台
頭

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
は
資
源
開
発
と

流
通
・
販
売
か
ら
な
る
産
業
で
も
あ
る
。

石
油
産
業
の
場
合
は
、
原
油
の
探
鉱
、

開
発
、
生
産
事
業
が
上
流
、
石
油
精
製

か
ら
石
油
製
品
の
輸
送
・
販
売
が
下
流

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
九
七
三
年
の
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
は
セ
ブ
ン
・
シ

ス
タ
ー
ズ
あ
る
い
は
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
て
い
た
欧
米
系
多
国
籍
企
業
七
社

が
世
界
の
原
油
生
産
量
の
七
〇
％
、
石

油
製
品
販
売
量
の
六
〇
％
を
占
め
、
国

際
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
原
油
価
格
も
統

制
し
て
い
た
。
現
在
こ
の
七
社
は
四
社

に
統
合
さ
れ
た
が
、
世
界
の
原
油
生
産

に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
一
二
％
程
度
ま
で

に
下
が
っ
た
。

　

こ
れ
に
代
わ
っ
て
台
頭
し
た
の
が
国

営
石
油
会
社
で
あ
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム

コ
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）、
ガ
ス
プ
ロ

生産（2009年） 輸出（2008年） 輸入（2008年）

ロシア 12.9 サウジアラビア 18.2 アメリカ 27.0

サウジアラビア 11.8 ロシア 12.3 日本 9.5

アメリカ 8.3 イラン 6.1 中国 8.4

イラン 5.4 アラブ首長国連邦 5.5 インド 6.1

中国 5.0 ナイジェリア 5.2 韓国 5.6

表3　原油の生産と貿易

（出所）　Source: International Energy Agency, Key World Energy Statistics 2010.
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ム（
ロ
シ
ア
）、イ
ラ
ン
国
営
石
油
会
社
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
営
石
油
公
社
、
中
国
石

油
天
然
ガ
ス
集
団
公
司
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ

ス（
ブ
ラ
ジ
ル
）、ペ
ト
ロ
ナ
ス（
マ
レ
ー

シ
ア
）
の
七
つ
の
国
営
石
油
会
社
は
新

セ
ブ
ン
・
シ
ス
タ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
世
界
全
体
の
原
油
の
確
認
可
採
埋

蔵
量
で
は
八
〇
％
を
国
営
石
油
会
社
が

占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
上
流
部
門

に
お
い
て
は
国
営
石
油
会
社
が
メ

ジ
ャ
ー
ズ
な
ど
の
民
間
企
業
を
圧
倒
し

て
い
る
が
、
下
流
事
業
で
は
メ
ジ
ャ
ー

ズ
が
依
然
と
し
て
世
界
市
場
の
中
で
大

き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
石
油
製

品
は
原
油
よ
り
も
輸
送
コ
ス
ト
が
高

く
、
石
油
製
品
の
仕
様
が
国
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
精
製
設
備
は
消
費
地
に

立
地
し
た
方
が
有
利
に
な
る
。
メ

ジ
ャ
ー
ズ
が
消
費
地
の
精
製
設
備
を
押

さ
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

一
部
の
国
営
石
油
会
社
は
上
下
流
の
国

際
展
開
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　

国
営
石
油
企
業
は
企
業
と
し
て
採
算

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
国

策
に
則
っ
て
も
行
動
す
る
。そ
の
た
め
、

国
営
石
油
会
社
の
経
営
業
績
は
政
策
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
で
は
経

済
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
低
所
得
層
向
け
の
公
共
配
給
用
灯

油
を
除
き
、
石
油
製
品
の
小
売
価
格
は

自
由
化
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、国
際
原
油
価
格
が
高
騰
す
る
中
で
、

国
営
企
業
は
政
府
か
ら
の
認
可
な
し
に

石
油
製
品
値
上
げ
が
で
き
ず
、
価
格
管

理
は
残
存
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
政
府
は

イ
ン
フ
レ
が
続
く
中
で
石
油
製
品
価
格

の
値
上
げ
が
輸
送
費
の
増
大
に
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
を
加
速
す
る
こ

と
を
恐
れ
て
い
る
。
原
料
と
な
る
原
油

価
格
が
値
上
が
り
す
る
一
方
で
、
石
油

製
品
価
格
の
値
上
げ
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
国
際
原
油
価
格
が
急
騰
し
た
二

〇
〇
五
年
度
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
度
に

は
赤
字
を
計
上
す
る
下
流
部
門
国
営
石

油
会
社
が
で
た
。

5
．
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

環
境
問
題
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
コ
イ

ン
の
表
と
裏
の
関
係
で
あ
る
。
地
球
温

暖
化
の
主
な
原
因
は
、
人
間
活
動
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る
人

為
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量

に
占
め
る
ガ
ス
の
種
類
別
の
割
合
を
見

て
み
る
と
、
化
石
燃
料
か
ら
生
じ
た
二

酸
化
炭
素
が
五
六
・
六
％
を
占
め
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
、
地
球
温
暖
化
の
進
行

を
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
気
候

変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）」
が
一
九
九
二
年
に

国
連
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
の
も

と
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
の
安
定
化

の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
が
検
討
さ

れ
、
先
進
国
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
を
義
務
付
け
る
合
意
文
書
（
京
都

議
定
書
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
中
国
や

マ
レ
ー
シ
ア
の
よ
う
に
発
展
途
上
国
の

中
に
も
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
公
約
す

る
国
も
で
て
き
た
。

　

持
続
可
能
な
発
展
（sustainable 

developm
ent

）
は
、「
環
境
と
開
発

に
関
す
る
世
界
委
員
会
」に
よ
っ
て「
将

来
の
世
代
が
自
ら
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す

る
能
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
現
在
の

世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
な
発

展
」
と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
世
代

間
衡
平
だ
け
で
は
発
展
途
上
国
が
環
境

問
題
に
積
極
的
に
協
力
す
る
要
因
と
は

な
ら
な
い
。
発
展
途
上
国
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
地
球
規
模
の
問
題
は
解
決
で

き
な
い
。
地
球
温
暖
化
は
ま
さ
に
こ
の

問
題
を
突
き
つ
け
た
。
世
界
の
全
人
口

に
対
し
て
近
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス

を
保
障
し
な
が
ら
、
い
か
に
地
球
全
体

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
制
し
て
い
く

か
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

発
展
途
上
国
に
お
け
る
水
源
開
発
も

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
方
か
ら
論
じ

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
先
進
国
は
環
境

を
保
全
し
な
が
ら
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ア
ク
セ
ス
を
保
障
し
て
い
く
た
め
の
協

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
の
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
あ

る
い
は
分
野
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

焦
点
を
当
て
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は

発
展
途
上
国
を
含
め
た
世
界
全
体
の
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

（
う
ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

研
究
支
援
部
）
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